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　木を薄く削った屋根ふき用の板「そぎ」を作る職人
瀧口義久さん（上吾川）。現役引退後も作り続ける瀧口
さんの思いをご紹介します。（詳細は２０・２１ページ）

２　 今月のあじなもの
３　 平成２９年度施政方針
６　 平成２９年度国民健康保険税のお知らせ
　　 ほか
１０　しせいニュース
１６   国体通信
１７   ほっとアングル・すくすくいよっ子
２０　きらり人特別版
２２　まなびランド
２４   健康ガイド
２６　くらしインフォメーション
２８   認知症フォーラムｉｎいよし
２９   イベント情報、カレンダー
３０   伊予市の魅力 ふるさと再発見

目 次

今月のあじなもの
いよしまるごとおごちそう

伊予市役所　　　 ☎９８２－１１１１（代）
〒７９９－３１９３ 伊予市米湊８２０番地
ファクス　　　　 ９８３－３６８１（代）
ホームページ　　 http://www.city.iyo.lg.jp  　                      
中山地域事務所 　☎９６７－１１１１（代）
〒７９１－３２９２ 伊予市中山町出渕２番耕地１３８番地１
双海地域事務所 　☎９８６－１１１１（代）
〒７９９－３２９２ 伊予市双海町上灘甲５８２１番地６

問い合わせ 伊予市役所

２０１７．７ 広報いよし (2)

　辛さの中に、魚介と野菜のうま味が
ぎっしり詰まった人気のシーフードカ
レー。時間をかけて玉ねぎを炒め、こ
だわりのスパイスを混ぜ合わせるの
がポイントです。目の前には真っ青な
海と空が広がり、ロケーションも抜群！ 
テラス席もあるので、リゾート気分も
楽しめます。 （税抜き９００円）
※ＵＭＩＹＡは、伊予市が進める「食と食文
化のまちづくり」に協賛しています。

シーフードカレー
（ＵＭＩＹＡ）

ＵＭＩＹＡ（うみや）
　 双海町高岸甲２３２６番地（ふたみシーサ
イド公園内）
☎ ０５０－３３６３－６６９６　
　 １１：００～１６：００（１５：００ラストオーダー）
　 月曜日（祝日の場合は翌日）
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表紙の紹介



所
信
表
明

　
自
主
的
で
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　「
参
画
協
働
推
進
都
市
」を
目
指
し
、

市
民
・
議
会
・
行
政
の
意
識
改
革
の

下
、
地
域
の
維
持
存
続
に
向
け
た
移

住
者
の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
、
多

市
民
と
行
政
の
意
識
改
革

未
来
戦
略
①

　
先
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

再
び
伊
予
市
政
の
舵
取
り
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
伊
予
市
長
と
し
て
の
職
責
の
重

さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き「
市
民
の
皆
さ
ま
の
目

線
に
立
ち
、
心
の
ひ
だ
に
寄
り
添
う

政
治
」を
心
掛
け
な
が
ら
、
市
政
発

展
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

《（
省
略
）市
の
主
要
施
策
》

　
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
自
身
の
市
政
運
営
の

平
成
２９
年
度

施
政
方
針

広報いよし ２０１７．７(3)

主
要
施
策

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰

も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、

歩
み
寄
れ
る
関
係
を
構
築
し
、
ま
ち

の
自
治
力
を
高
め
ま
す
。

生
活
環
境
の
向
上

未
来
戦
略
②

世
代
と
交
流
で
き
る
環
境
整
備
、
郷

土
へ
の
誇
り
や
愛
着
の
醸
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

基
本
姿
勢
で
あ
る「
動
け
ば
変
わ
る
」

と
い
う
信
念
に
基
づ
き
、
課
せ
ら
れ

た
諸
問
題
に
対
し
て
、
即
現
場
・
即

対
応
の
動
き
と
市
民
と
の
対
話
に
よ

る
市
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
私
の
こ
の
信
念
は
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
基
盤

の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
力
、

地
域
の
力
を
合
わ
せ「
ま
ち
・
ひ
と 

と
も
に
育
ち
輝
く
伊
予
市
」の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
議
員
な
ら
び
に
市

民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
私
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま

す
。



(5) ２０１７．７ 広報いよし (4)

そ
の
他
重
要
施
策

○
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
開
催
に

向
け
た
取
り
組
み
体
制
の
強
化

○
図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
等
複
合
施

設
建
設
事
業
の
推
進

○（
仮
称
）中
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
開
始

○
車
両
基
地
・
貨
物
駅
等
周
辺
整
備

対
策
事
業
の
実
施
と
新
駅
建
設
の
推

進○
現
有
水
源
の
維
持
と
新
た
な
水
資

源
開
発
に
向
け
て
の
調
査
・
研
究
お

よ
び
災
害
に
強
い
施
設
の
構
築

○「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」に

基
づ
く
資
源
物
の
再
資
源
化
お
よ
び

再
生
品
の
利
用
促
進

○
家
庭
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入

の
推
進

○
ク
ラ
フ
ト
の
里
の「
道
の
駅
」と
し

て
の
登
録
を
目
指
し
た
整
備

○
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
の
拡

大
と
新
商
品
の
開
発

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格
運
行

路
線
の
決
定

○
伊
予
港
埋
立
地
の
企
業
誘
致
促
進

○「
伊
予
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」の
実
施
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進

○
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

○「
伊
予
市
健
康
づ
く
り
・
食
育
推

進
計
画
」の
策
定
・
推
進

○
安
心
し
て
保
健
・
医
療
が
受
け
ら

れ
る
環
境
整
備

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
る

活
動
の
支
援
、
健
康
で
自
立
し
た
生

活
・
活
動
へ
の
支
援

○
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
や
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
の
推
進
、
認
知
症
施

策
の
推
進
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体

制
整
備
を
通
し
て
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
確
立

○
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

に
よ
る
、
市
民
が
相
互
に
支
え
合
う

地
域
風
土
づ
く
り
の
推
進

○
福
祉
の
課
題
解
決
に
向
け
た
専
門

職
員
に
よ
る
相
談
支
援
窓
口
の
強
化

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
育
成

　
地
域
が
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・

継
続
し
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
地

場
産
業
を
振
興
し
、
地
域
経
済
が
う

ま
く
循
環
し
て
い
く
仕
組
み
や
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
産
業
振
興
都
市
」を
目
指
し
、

３
万
人
を
支
え
る
産
業
を
育
て
る
た

め
、
国
際
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら

も
、
地
域
産
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く

仕
組
み
を
整
備
し
、
ま
ち
に
新
た
な

活
力
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

経
済
環
境
の
充
実

未
来
戦
略
③

ますます元気な伊予市へ

　「
快
適
空
間
都
市
」お
よ
び「
健
康

福
祉
都
市
」な
ら
び
に「
生
涯
教
育
都

市
」を
目
指
し
、
３
万
人
が
住
み
続

け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
り
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
、

誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る
伊
予
市

を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

まち、ひと　

ともに育ち輝く

伊予市



２０１７．７ 広報いよし (6)

国民健康保険税のお知らせ
平成２９年度国民

健康保険

広報いよし ２０１７．７(7)

　国民健康保険税は、加入者の皆さんが、病気やけがをしたとき
に安心して医療を受けられるよう、加入者がお金を出し合って助
け合う制度です。皆さんが納付する保険税は、制度を維持するた
めの大切な財源です。納期までに必ず納めましょう。
※今年度の納税通知書は、７月中旬に世帯主の方へ送付します。

○医療分　医療費などの給付に当てられる保険税
○支援金分　後期高齢者医療制度を支援する保険税
○介護分　介護保険制度を支える保険税（４０～６４歳が対象）

所 得 割 額

課税所得金額×１０．５％

均 等 割 額

２９，０００円×加入者数

平 等 割 額

２８，５００円＋＋医　療　分
（課税限度額５４万円）

＝

所 得 割 額

課税所得金額×２．７％

均 等 割 額

６，５５０円×加入者数

平 等 割 額

６，５５０円＋＋支 援 金 分
（課税限度額１９万円）

＝

所 得 割 額

課税所得金額×２．１％

均 等 割 額

６，７４０円×対象者数

平 等 割 額

５，５６０円＋＋介　護　分
（課税限度額１６万円）

＝

医療分 ＋＋国民健康保険税 ＝ 支援金分 介護分

※課税所得金額とは、加入者の平成２８年分の総所得金額等から基礎控除額３３万円を差し引いた額です。
※税率、課税限度額は、平成２８年度と変更ありません。

■問い合わせ
税務課（直通☎９８２－１１１４）

■１世帯当たりの保険税額の計算方法

伊予市国民健康保険運営協議会が答申書を提出

　５月２５日、伊予市国民健康保険運営協議会は、市長からの諮
問に対し「平成２９年度国民健康保険税の税率改正に関する答申
書」を提出しました。
　同協議会は、平成２９年度国民健康保険税率について、現在の
国民健康保険事業の運営状況やこれまでの保険税水準などを踏
まえ審議した結果、税率を据え置くという結論に至りました。

職員採用試験
■問い合わせ
伊予消防等事務組合（☎９８２－０１１９）

平成２９年度伊予消防等事務組合消防
職員採用

移住サポートセンター「いよりん」
■問い合わせ
移住サポートセンター「いよりん」
（☎０５０－５２３８－３６０６）

伊予市への移住と定住をお手伝い

　６月１日、移住サポートセンター「い
よりん」の開所式が行われました。
　ミュゼ灘屋（灘町１２３番地）内に相談
窓口を置く「いよりん」は、民間主導に
よる移住受け入れに関するワンストッ
プサービス窓口。伊予市への移住・定
住を希望する方を全面的にサポート
します。
■いよりんホームページ
http://iyorin.jp/

■募集職種・採用予定人数　
○消防職（初級）　３人程度
■受験資格　下記以外の資格要件は、伊
予消防等事務組合消防本部ホームページ
（http://119iyo.jp/）、または申込書（試験案内）
でご確認ください。
○平成元年４月２日～平成１２年４月１日ま
でに生まれた方
○高等学校卒業程度の学力を有する方
■第１次試験　９月１７日（日）、伊予消防等事
務組合消防本部
■第２次試験（予定）　１１月中旬
※日時・場所は、第１次試験合格者に通知します。

■受験申込書の請求　直接受け取る場合は、
伊予消防等事務組合消防本部、各消防署・出張
所でお渡しします。郵送請求の場合は、封筒
に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、返
信先を明記して１４０円分の切手を貼った返信

用封筒（角２）を必ず同封の上、郵送してくだ
さい。
※伊予消防等事務組合消防本部ホームページから
ダウンロードできます。

■申込受付期間　７月１０日（月）～８月１５日（火）
必着
※土・日曜日、祝日を除く８時３０分～１７時１５分。

■申し込み　伊予消防等事務組合消防本部総
務課人事担当（伊予市下吾川９５０番地３）

▲旧宮内邸が有志によって改修され、
誕生した「ミュゼ灘屋」
▶移住カウンセラーの冨田敏さん（右）
と川口沙矢香さん

移住
サポート



２０１７．７ 広報いよし (8)

交通規制にご協力ください
第５回伊予彩まつり

交通規制 ■問い合わせ
伊予市観光協会（☎９９４－５８５２）

広報いよし ２０１７．７(9)

日時  ７月２９日（土）、３０ 日（日）

五色浜神社

パレード集合場所

出発地点

パレード到着地点

商工会議所

五色浜神社

　

郡中地区公民館

７月２９日（土）

７月３０日（日）

…歩行者用道路
　１６：００～２２：００

…歩行者用道路
　１８：００～２２：００

…片側歩行者用道路
　２０：３０～２２：００
…立入禁止区域
　１８：００～２２：００

…歩行者用道路
　１８：００～２２：００

広報区長が決定しました
■問い合わせ
総務課（直通☎９０９－６３８１）

平成２９年度
広報区長

広 報 区 広 報 委 員 区 氏　名 役　職
上唐川 鵜崎、両沢、本谷、下寺 西岡　守應 農林部会長
下唐川 東野、中台、長崎谷、馬場 菊澤　政志 幹事
大平上 武領、みどりが丘団地、大南、四ツ松、大地蔵、石原、平岡 笹本　治久
大平下 曽根、梶畑、片山、下片山 梶木　　實 副会長
三秋 上組、下組 稲垣　信雄
中村 上組、下組、鹿島団地 種植　史夫
森 上山、本村、上組、下組 福本　利夫 副会長
本郡 本郡１～３ 宮内　　明 幹事
尾崎 本村、三栄、宮下、浜、尾崎団地、伊予団地 岡田　安正 幹事
三島 上組、中組、下組 中井　　淨
市場 北組、南組 西田　　宏
稲荷 西上、西下、客、明見、港南団地、谷 金田　伊織
上吾川 六反、十合、向井原、布部、宮ノ前、松本、市ノ坪、白水１・２ 篠﨑　　信 幹事
米湊Ａ－１ 本郷上、本郷国道、本郷西、本郷中、本郷下、七反 髙畔　孝司 幹事
米湊Ａ－２ 西野１～３部、米湊団地、東安広 大井　　満
米湊Ｂ 桜町１・２部、栄町Ａ～Ｄ、仲之町 樋口　行則 副会長
米湊Ｃ 南旭町、旭町１・２部、安広住宅 菊澤　　康 商工水産部会長
灘町Ａ 寿楽座通り、旭町Ａ～Ｄ、港組、新地、灘町４～６丁目、国鉄通り 山本　和男

灘町Ｂ 灘町１～３丁目、旧役場通り、広場通り、灘町キャッスル、海岸通
り１～４丁目 小島　將敬 幹事

湊町Ａ 下浜、中浜、中組、横町１部、恵美寿組 三好　心一
湊町Ｂ 横町２部・北浜Ａ、上浜、北浜Ｂ、増福住宅 日山　貞明
湊町Ｃ 湊町１・２丁目、南殿町１・２、北殿町、南新町、北新町 菊地　芳陽
下吾川１ 沖庄、馬塚南、馬塚北、本村上組、本村中組、本村下組、池田 田中　満穗 幹事
下吾川２ 銀杏通りＡ・Ｂ、浜田１・２組、ロフティ郡中 篠﨑　芳治

下吾川３ 南新川、中新川、北新川Ａ～Ｄ、北新川コスモ、東新川Ａ・Ｂ、北新
川住宅、サンパレス、新川団地 白方　　潔

下吾川４ 鳥ノ木団地１～４  （調  整  中）
下吾川５ 鳥ノ木団地５～１２ 吉田　　久 幹事
下三谷 原、栗林、近江、仲組、北組、町永 城石　好博
上三谷 客、原、大替地、旗屋、平松 佐々木　卓行
上野 松本、本村、上郷、下郷、伊予上野団地 平田　清夫 幹事
宮下 南組、北組、音地、新屋敷 窪田　　正 事務局長
八倉 東組、中組、西組 重松　安晴 会長
長沢 上長沢、下長沢、長沢団地 松中　清満
泉町 泉町１～４ 峯岡　安則
中山 福元、高岡、柚之木、平村、添賀 三ツ井　守惠 副会長
永木 重藤、永木、福住、梅原 玉井　光憲 幹事
出渕１ 豊岡１・２、東町、門前、坪井、小池 東岡　芳雄
出渕２ 栃谷、日南登、漆、福岡、平沢 沖野　定志
野中 大矢、野中、影之浦、栗田２・３ 西川　延幸
佐礼谷１ 榎峠、竹之内、日浦、影浦、障子ヶ谷、坪之内、村中 石河　　泓 幹事
佐礼谷２ 山口、中替地、柿谷、安別当、梅之木、源氏、赤海、犬寄 中岡　孝志
上灘Ａ 髙野川、小網、城ノ下 水本　勝廣
上灘Ｂ 灘町、両谷 松岡　滋治
翠Ａ 久保、三島、大栄、奥大栄、岡、日尾野 栗田　政幸 副会長
翠Ｂ 柆野、東峰、高見、犬寄 大森　秀樹
高岸 唐崎、塩屋、本郷 米井　　司 幹事
大久保 本谷、石久保、閏住、富岡、日喰 大﨑　一知
下上浜 上浜、下浜 金山　　一
串Ａ 奥西、奥東、池ノ久保 宮本　義廣
串Ｂ 本村、松尾、富貴、満野空、満野浜 阿部　博一 幹事

（敬称略）

クリーン伊予運動
■問い合わせ
環境保全課（直通☎９０９－６３３８）

えひめ国体市民運動応援事業

　本庁地区を対象に、海岸、公園などを含む地
域の一斉清掃を行います。参加する方は、広

報区長の指示により作業を行ってください。

　えひめ国体には、全国からたくさんの選手
や観客が伊予市を訪れます。きれいなまちで
温かくお迎えしましょう！

開催日  ７月１６ 日（日）



人の動き（５月末日現在）
　人口　　３７，６５２人（－２３）
　男　　　１７，６６３人（－１５）
　女　　　１９，９８９人（－８）
　世帯　１５，９１６世帯（－１）
　出生　　　 　１９人（＋４）
　死亡　　　 　４２人（＋１０）
※（　）は前月比。

市内の交通事故状況（５月末日現在）
５月 累計 前年比

発　生 ６件 ３２件 －２件
死　者 ０人 １人 －１人
傷　者 ８人 ３４人 －６人

市内の街頭犯罪等発生状況（５月末日現在）
５月 累計 前年比

侵 　入  　盗 １件 ６件 ＋１件
自  動  車  盗 ０件 ０件 ±０件
オートバイ盗 ０件 １件 －１件
自  転  車  盗 ４件 ６件 －４件
車 上 ね ら い ０件 ５件 ＋２件

水道の休日当直当番業者
月 日 指定工事事業者 電　話

７

１㈯ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３
２㈰ ㈲升田金物店 出　渕９６７－００６７
８㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８
９㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０
１５㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８
１６㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８
１７㈪ ㈱友澤設備 大　平 ９８２－１３８１
２２㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８
２３㈰ ㈲港南設備 稲　荷９８２－４４８７
２９㈯ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０
３０㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

８
５㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５
６㈰ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

※水道メーターから宅内側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：３０～１７：００。

市税の納期（７月）
納期限 口座引落日

固定資産税
（第２期）

国民健康保険税
普通徴収
（第１期）

７月３１日（月）７月２７日（木）
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平成２８年度情報公開・
個人情報保護の実施状況

■個人情報保護の実施状況
○個人情報取扱事務登録件数　５８９件

内　容 実施機関（市長）
開示、訂正、利用停止の請求 ４
不服申し立て ０

■情報公開の実施状況
内　容 実施機関（市長）

公文書公開請求 ３

処
理
状
況

公開決定 ３
内 全部公開 ３
訳 部分公開 ０
非公開決定 ０

不服申し立て ０

■問い合わせ　総務課（直通☎９０９－６３８０）

耐震改修住宅 バリアフリー改修住宅 省エネ改修住宅
対象
建物

昭和５７年１月１日以前か
ら所在する居住割合が２
分の１以上の住宅

①新築された日から１０年以上
　経過する居住割合が２分の１
　以上の住宅（賃貸住宅は除く）
②改修後の住宅の床面積が５０
　㎡以上

①平成２０年１月１日以前から
　所在する居住割合が２分の１
　以上の住宅（賃貸住宅は除く）
②改修後の住宅の床面積が５０
　㎡以上

要件 ①平成１８年１月１日～平
成３０年３月３１日に改
修工事が完了

※長期優良住宅は平成２９年
４月１日～平成３０年３月
３１日。

②改修工事に要した費用
が５０万円超

③改修工事が完了した日
から３カ月以内に申告
書を提出

①平成２８年４月１日～平成３０
年３月３１日に改修工事が完了

②次のいずれかの改修工事が行
われている

  ア．廊下などの拡幅
  イ．浴室・トイレの改良
  ウ．手すりの取り付け  など
③改修工事に要した費用の自己
負担額（補助金などを除いた
額）が５０万円超

④６５歳以上の方、障がい者など
が、⑤の申告の時点で居住し
ている

⑤改修工事が完了した日から３
カ月以内に申告書を提出

①平成２０年４月１日～平成３０年
３月３１日に改修工事が完了

※長期優良住宅は平成２９年４月１
日～平成３０年３月３１日。

②次の改修工事（アを含めた工
事を行うこと）

　ア．窓の断熱（必須）  
　イ．天井などの断熱  
　ウ．壁の断熱 
　エ．床などの断熱
③改修工事に要した費用の自己
負担額（補助金などを除いた
額）が５０万円超

※長期優良住宅を除く。
④改修工事が完了した日から３
カ月以内に申告書を提出

減額
される
額

対象住宅の固定資産税額
の２分の１（長期優良住宅
は３分の２）
※居住面積１２０㎡相当額まで。

対象住宅の固定資産税額の３分
の１
※居住面積１００㎡相当額まで。

対象住宅の固定資産税額の３分
の１（長期優良住宅は３分の２）
※居住面積１２０㎡相当額まで。

減額
期間

１年間（改修工事が完了し
た年の翌年度分に限る）
※「通行障害既存耐震不適格
建築物」の場合は、減額期間
などが異なります。詳しく
はお問い合わせください。

１年間（改修工事が完了した年
の翌年度分に限る）

１年間（改修工事が完了した年
の翌年度分に限る）

　既存住宅を改修した場合、一定の要件を満たすと固定資産税が減額される制度があります。
対象となる方は、税務課固定資産税担当までご相談ください。
※申請の際には、当該工事を行ったことを証明する書類などが必要です。

耐
震
改
修
住
宅
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
・
省
エ
ネ
改
修
住
宅

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

税
務
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
５
）

伊
予
市
参
画
協
働
推
進
委
員
、伊
予
市
健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
協
議
会
委
員

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

総
務
課
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
８
０
）ほ
か

■
委
員
会
な
ど
の
名
称　

①
伊
予
市
参
画
協
働
推
進
委
員
会

②
伊
予
市
健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
協

議
会

■
審
議
内
容　

①
参
画
と
協
働
に
関
す
る
こ
と

②
伊
予
市
健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
計

画
策
定
お
よ
び
推
進
に
関
す
る
こ
と

■
募
集
委
員　

①
公
募
に
よ
る
市
民
２
人

②
公
募
に
よ
る
市
民
３
人

■
任
期　

①
委
嘱
日
か
ら
平
成
３１
年
３
月
３１
日
㈰

②
委
嘱
日
か
ら
平
成
３２
年
３
月
３１
日
㈫

■
委
員
会
の
開
催　

年
３
回
程
度

■
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
る
報
酬（
日

額
）を
支
給

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
の
い
ず
れ
も

満
た
し
て
い
る
方

○
応
募
時
に
満
２０
歳
以
上
で
、
１
年
以

上
市
内
に
在
住
し
、
任
期
中
に
転
出
す

る
予
定
が
な
い
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

○
行
政
機
関
の
職
員
、
ま
た
は
市
議
会

議
員
で
な
い
方

○
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

※
②
の
み
、
健
康
づ
く
り
や
食
育
に
つ
い

て
特
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
方
。

■
選
考
方
法　

①
応
募
申
込
書
に
よ
る
審
査

②「
伊
予
市
の
健
康
づ
く
り
及
び
食
育
に

つ
い
て
」と
題
し
た
作
文
に
よ
る
審
査

※
①
②
面
接
審
査
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

※
②
様
式
自
由
。
文
字
数
は
８００
字
程
度
。

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
申
込
書

（
②
を
希
望
す
る
方
は
作
文
を
添
付
）を

直
接
持
参
、
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
、伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、担
当
課
窓

口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
審
査
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限　

７
月
２１
日
㈮
必
着

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

①
総
務

課（　

９
８
３
ー
３
６
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

soum
u@
city.iyo.lg.jp

）②
健
康
増

進
課（
☎
９
８
３
ー
４
０
５
２
、　

９
８
３
ー
５
２
９
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

kenkou@
city.iyo.lg.jp

）
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　行政サービスや公共施設を利用する人と利
用しない人との負担の公平性を確保するため、
受益者に適正な負担を求めることを基本原則
として「使用料・手数料等の見直し」に基づき、
使用料減額免除基準の見直しを行いました。

■問い合わせ
未来づくり戦略室（直通☎９０９－６３６４）

１０月１日（日）から

施設使用料の減免基準が変わります

　今回は、使用料・手数料の料金体系に変更は
ありませんが、今後消費税の引き上げなどに
よる使用料などの見直しを予定しています。
※減額免除基準は、施設によって異なります。詳し
くは、各施設の担当課にお問い合わせください。

対象施設 名称 担当課
協働推進拠点施設（各地域事務所内自治支援
センター）

住民活動室
総務課
（直通☎９０９ー６３８０）

上灘コミュニティセンター 会議室、控室、文化ホール
双海地域事務所
（☎９８６－１１１１）下灘コミュニティセンター

小会議室、相談室、健康教室、調理室、大
ホール

保健センター（伊予市・双海） 調理実習室、会議室、健康増進（相談）室
健康増進課
（☎９８３ー４０５２）

なかやま農業総合センター
農業研修ホール、中ホール、会議室、農業
青年室、談話室

農林水産課
（直通☎９０９ー６３３９）

ふたみ農林漁業者トレーニングセンター アリーナ、ミーティングルーム

林業センター（なかやま、ふたみ）
会議室（研修室含む）、調理実習室（食堂・
厨房を含む）

彩浜館 和室、エントランスホール
経済雇用戦略課
（直通☎９８２ー１１２０）

生涯研修センター「さざなみ館」 研修室、ビデオライブラリー、調理実習室
秦皇山休養施設 ログハウス、休養センター、キャンプ場ほか
各地区公民館
（大平・中村・郡中・上野・中山）

大ホール、会議室、和室、料理研修室ほか

社会教育課
（直通☎９８２ー５１５５）

緑風館 集会室、研修室、三世代交流室
ふれあい館（野中、下灘） ふれあい館
市立教育施設（小・中学校など） 教室、体育館、運動場
社会体育施設
（長沢体育館、永木体育館、野中体育館、下灘ふ
れあい体育館、長沢グラウンド、永木グラウンド、
野中グラウンド、下灘ふれあいグラウンド）

体育館、運動場

　

市
で
は
、
市
が
行
う
事
務
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
目
的
や
費
用
負
担
、
成
果

な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
評
価
を
行
い
、
結
果
を
次
年

度
以
降
の
事
業
へ
反
映
さ
せ
る
行
政
評

価
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
透
明
性
の
確
保
や
市
民
参
画

を
推
進
す
る
た
め
、
評
価
結
果
を
伊
予

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、伊

予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
意
見
公
募
期
間　

７
月
１
日
㈯
〜
３１

日
㈪

■
閲
覧
場
所
　
市
役
所
１
階
情
報
コ
ー

ナ
ー
、各
地
域
事
務
所
、伊
予
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

※
市
役
所
・
各
地
域
事
務
所
に
持
参
す
る

場
合
は
、
平
日
の
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５

分
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

平
成
２８
年
度
事
務
事
業
評
価
の
意
見
公
募
を
行
い
ま
す

未
来
づ
く
り
戦
略
室
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
６
４
）

　

市
内
で
農
業
を
始
め
た
い
方
、
最
近

農
業
を
始
め
た
方
を
対
象
に
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
９
日
㈰
、
９
〜
１２
時

■
場
所　

市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

○
室
内
研
修　

伊
予
市
に
お
け
る
推
進

品
目
、
農
薬
の
使
い
方
な
ど

○
現
地
研
修　

刈
り
払
い
機
・
動
噴
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
野
菜
ほ
場
研
修
、
か
ん

き
つ
類
の
摘
果
方
法

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
林

水
産
課
、
県
中
予
地
方
局
産
業
振
興

課
伊
予
農
業
指
導
班（
☎
９
８
２
ー

０
４
７
７ 

）、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
南

部
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
９
８
２
ー

４
９
７
２
）、
中
山
経
済
統
括
セ
ン
タ
ー

（
☎
９
６
７
ー
１
１
２
４
）

農
業
を
始
め
た
い
方
へ

新
規
就
農
者
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

農
林
水
産
課
（
直
通
☎
９
８
３
ー
６
３
５
０
）

　

平
成
２９
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
４
９
０
円
で
す
。
保
険

料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

は
、
免
除
、
ま
た
は
猶
予
の
申
請
が
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
申
請
受
け
付
け
を
、
７
月

３
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
全
額
免
除
・
一
部
免
除　

本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
は
、
保
険
料
の
全
額
免
除
、

ま
た
は
一
部
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
は
、
減
額
さ

れ
た
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
、
未
納

扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
納
付
猶
予　

５０
歳
未
満
の
方
に
限

り
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付

猶
予
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
免
除
、ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と

し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年

金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
学
生
を
対
象
と
し
た
、学
生
納
付
特
例
も

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
年
金
手
帳
・
印

鑑（
認
め
印
）・
学
生
証（
在
学
証
明
書
で

　

も
可
）を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳

○
印
鑑（
認
め
印
）

○
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

な
ど
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類（
失

業
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る
方
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ　

松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
市
民

課年
金
請
求
の
手
続
き
漏
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
が
１０
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
に
年
金
を
受
け
取
れ
る
方
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
黄
色
の
封
筒
で
書

類
が
届
き
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
年
金
事
務
所
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２９
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）
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一
定
の
障
が
い
の
あ
る
６５
〜
７４
歳
の
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

伊予消防署だより
伊予消防署☎９８２ー０１１９
火災・救急☎１１９

皆さんの安心のため、消防は２４時間活動しています。
火災案内☎９８２－８８９９
救急病院案内☎９８２－５９５９

■市内の火災と救急出場件数（５月末日現在）
種別 ５月分 累計

火 災
件 数

本庁 ０
１
本庁 ２

５中山 １ 中山 ２
双海 ０ 双海 １

救急出場
件 数

本庁 ８９
１２５

本庁 ５３７
７１７中山 １６ 中山 ７９

双海 ２０ 双海 １０１

熱中症を防ぐ！
　熱中症は７～８月
に集中して発生しま
す。高温多湿な環境
下で、体内の水分や
塩分のバランスが崩
れ、体内に熱がたま
ることによって熱中
症になります。

　熱中症が疑われる症状は、目まい、立ちくら
み、頭痛、吐き気、倦怠感などです。「水分補給」
と「暑さを避けること」で予防することができ
ます。正しく理解し、予防に努めましょう。

■熱中症の予防法
○小まめな水分・塩分補給
○扇風機やエアコンを使った温度調整
○通気性の良い衣服を着用する
○外出時は日傘や帽子を着用し、小まめに休
憩する

　

７５
歳
に
な
る
と
、
申
請
し
な
く
て
も
、

加
入
し
て
い
る
社
会
保
険
や
国
民
健
康

保
険
な
ど
か
ら「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

６５
〜
７４
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

方
も
、
申
請
す
る
と
加
入
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
方
、

４
級
の
一
部
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
の
方

○
障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級
の
方

■
窓
口
に
持
参
す
る
も
の　

被
保
険
者

証
、
印
鑑（
認
め
印
）、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
障
が
い
の
程
度
が
分
か
る
も
の

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が

７
月
３１
日
㈪
ま
で
で
す
。
新
し
い
被
保

■国民健康保険

■後期高齢者医療制度

見 本

見 本

険
者
証
を
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
税（
料
）が
未
納
の
方
は
、

納
付
相
談
が
必
要
で
す
。

な
お
、
住
所
変
更
な
ど
で

被
保
険
者
証
が
届
か
な
い

方
は
、
市
民
課
窓
口
で
交

付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

８
月
１
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

　

高
額
療
養
費
は
、
１
カ
月
に
支
払
っ

た
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
限
度
額
を

超
え
た
場
合
に
、
超
え
た
額
を
払
い
戻

す
制
度
で
す
。

　

８
月
か
ら
、
７０
歳
以
上
の
方
の
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
表
①
の

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
段
階
的
に

平
成
３０
年
８
月
か
ら
も
表
②
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

※
７０
歳
以
上
の
低
所
得
の
方
、
７０
歳
未
満

の
方
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

表① 自己負担限度額（月額）【８月～平成３０年７月】

所得区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

現役並み
所得者 ５７，６００円 ８０，１００円＋（総医療費ー２６７，０００円）×１％

※４回目以上４４，４００円

一般
１４，０００円

※年 間 上 限
１４４，０００円

５７，６００円
※４回目以上４４，４００円

低所得
Ⅱ

８，０００円
２４，６００円

Ⅰ １５，０００円

表② 自己負担限度額（月額）【平成３０年８月～】

所得区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

課税所得６９０万円
以上

２５２，６００円＋（総医療費ー８４２，０００円）×１％
※４回目以上１４０，１００円

課税所得３８０万円
以上６９０万円未満

１６７，４００円＋（総医療費ー５５８，０００円）×１％
※４回目以上９３，０００円

課税所得１４５万円
以上３８０万円未満

８０，１００円＋（総医療費ー２６７，０００円）×１％
※４回目以上４４，４００円

一般 １８，０００円
※年間上限１４４，０００円

５７，６００円
※４回目以上４４，４００円

低所得Ⅰ・Ⅱ 変更なし

　

平
成
２９
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
計
算
方
法
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　

条
件
に
よ
っ
て
は
、
下
表
の
均
等
割

額
や
所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、

軽
減
条
件
の
一
部
が
今
年
度
か
ら
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。
７
月
下
旬
に
送

付
す
る「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」に
詳
細
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
計
算
方
法　

被
保
険
者
が

等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
前
年

所
得
に
応
じ
た「
所
得
割
額
」の
合
計
額

■
軽
減
に
関
す
る
変
更
点

①
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
で
、総
所

得
金
額
等
か
ら
３３
万
円
を
差
し
引
い
た

額
が
５８
万
円
以
下
の
方
…
所
得
割
額
が

５
割
軽
減
か
ら
２
割
軽
減
に
変
更
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
に
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
方（
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
）…
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
か
ら
７
割
軽
減
に
変
更
。

※
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
が
変
わ
り
ま
す

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

■１人当たりの保険料（年額）

保険料
限度額５７万円
※１０円未満切捨て

　＝
均等割額

　＋
所得割額

４６，３０８円
【総所得金額等－３３万円】
×所得割率（９．１６％）



愛
え
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がお

つなぐえひめ国体！

２０１７年いよいよ国体通信！ 
vol.
３９

　この競技の魅力は、持ち上げた合計重量で順位が
決まり、結果が数字で明確に出ることです。記録を取
り続け、データをそろえて大会に照準を合わせるな
ど、単純なスポーツに見えて、奥深い面白さがありま
す。また、ほかの競技に比べ、選手として長く続けら
れ、年齢層も幅広いので、社会人の趣味のスポーツに
最適だと思います。
　毎日の食事に気を付けることも、記録を伸ばすため
に重要です。単純に重いものを持ち上げる行為だけ
を見るのではなく、その一瞬のために日々行っている
努力を感じてほしいです。それを踏まえて観戦すると
「お見事！」の一言に尽きます。

■開催日　９月９日（土）、１０日（日）
■場所　ウェルピア伊予

第１７回全国障害者スポーツ大会バレーボール競技

えひめ大会リハーサル大会が開催されました

第１６回ジャパンクラシックベンチプ
レス選手権大会　第３位

二宮浩祐さん（下吾川）

　５月２８日、しおさい公園市民体育館で、愛
え

顔
がお

つなぐ
えひめ大会リハーサル大会として『第１７回全国障害者
スポーツ大会聴覚障害者バレーボール競技中国・四国
地区予選大会』が開催され、選手たちによる熱い戦い
が繰り広げられました。
　市内の小・中学生や団体が制作した応援のぼり旗と
共に笑顔あふれるスタッフが選手や観戦客を出迎え、
みきゃんやミカンまるも大会を盛り上げました。また、
おもてなしコーナーでは「伊予の五色姫寿司」や「つみ
れ汁」がふるまわれたほか、地元の特産品を使ったう
どんやお菓子も販売され来場者に大好評でした。
　ご協力いただいた市民ボランティアの皆さんありが
とうございました！

伊予市開催公開競技
パワーリフティングってどんなスポーツ？

第２弾

２０１７．７ 広報いよし (16)
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～

　えひめ国体の伊予市開催競技に参加する選手らに販売
する弁当の検討会が、５月２６日に開催され、伊予農業高
校の生徒やえひめ国体出場予定選手らが試食しました。
　弁当は、同校の生徒が市の特産品を使ったメニューを
考えたもの。３年生の田中春名さん（下吾川）は「自分た
ちの考えたメニューが形になってうれしい。食べてもら
うのが楽しみです！」と笑顔で話してくれました。
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～えひめ国体伊予市開催競技昼食弁当検討会
市の特産品とアイデアが詰まった弁当

　５月２８日、えひめ森林公園で『平成２９年度伊予市愛護
班連合会役員研修会』が行われました。
　研修会は、野外活動を学び、今後の愛護班活動に積極的
に取り入れようと同会が企画したもの。会長の田頭孝志
さん（大平）は「自然が身近にあることを普段は意識して
いなかった。子どもたちには、もっと自然を楽しむ体験
をさせたい」と、活動への意気込みを語ってくれました。

愛護班連合会役員研修会
自然を知る、感じる、楽しむ
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～

　５月２０・２１日、長野県で開催された『第７４回日本訓練ジーガー競技会』で、西原
哲さん（宮下、写真後列中）所有のシェパードが雄・雌両部門で日本一に輝きました。
　同競技会はシェパードの能力を競うもので、優勝したのは「ノルド オブ Ｇ．Ｔ．Ｒ」
（雄、右）と「ミネット オブ Ｇ．T．Ｒ」（雌）。西原さんは「所有者が同じ２匹が、同時に
優勝するのは珍しいのでとても光栄です」と喜びを笑顔で語ってくれました。

日本訓練ジーガー競技会で日本一　西原哲さん
シェパードの本質と技能を競う大会

広報いよし ２０１７．７(17)
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すくすくいよっ子
♥須賀  麗

り り あ
里愛 ちゃん（上吾川）

　平成２８年１２月１４日生まれ（６カ月） 

すくすくいよっ子大募集！
  掲載希望の方は、子どもの氏名、
生年月日、住所、連絡先、メッセー
ジを書いて写真を添え、メールま
たは郵送でお申し込みください。
■提出先　総務課（Ｅメール
soumu@city.iyo.lg.jp）

広報いよし ２０１７．７(19)

り
り
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が
家
族
の
仲
間
入
り
♪
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笑
顔
い
っ
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い
♡
元
気
に
大
き
く
な
ぁ
れ
。
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～さざなみ館まつり
地域住民による手作りイベント

　５月２８日、伊予市生涯研修センターさざなみ館で『第
１０回さざなみ館まつり』が行われました。
　会場では、作品展示や芸能大会、餅まきなどが行われ、
多くの来場者でにぎわいました。大人気の活魚つかみど
りでは、子どもたちが素早く泳ぐアジやハマチを夢中で
追い掛ける姿に、保護者から大きな声援が飛び交い、笑
顔と熱気に包まれていました。

　５月２８日、西田義晴さん（前伊予森林組合長）が『国土緑化推進機
構会長賞』を受賞しました。
　この賞は、地域林業の振興や環境緑化の推進などに永年にわたっ
て貢献し、その功績が顕著な方に対して贈られるものです。西田さ
んは、平成１３年度から旧中山町森林組合長、また平成１６～２８年度に
は、伊予森林組合長として地域の林業振興に尽力されました。
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～国土緑化推進機構会長賞を受賞 西田義晴さん
地域林業の振興や環境緑化推進に貢献
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～山陽刷子㈱が北山崎小へ歯ブラシセットを寄贈
２０年続く地域貢献活動

　６月２日、山陽刷子㈱が、タオル・歯ブラシセット２５４
個を北山崎小学校へ寄贈しました。
　同社は、毎年、地域の子どもたちの虫歯予防と健全な
育成を願い、同小学校、北山崎幼稚園、なかむら保育所に
同セットを寄贈しています。大城博校長は「温かいご支援
に感謝します。学校での歯科指導や自宅での歯磨きなど
に使用させていただきます」と感謝の言葉を述べました。

　６月３日、翠小学校グラウンドで『第３１回ほたるの里ふ
たみ ほたる祭り』が行われました。
　会場では、自治公民館・地元団体によるバザーや翠小
学校児童によるステージイベントなど多彩な催しが行わ
れました。祭りの最後を飾る風船飛ばしでは、子どもた
ちの願いを込めた色とりどりの風船が夜空に舞い上が
り、幻想的な空間を作り上げていました。
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～ほたるの里ふたみ ほたる祭り
ホタルの里は幻想的な空間に
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～

　６月３日、中山中学校グラウンドで『第２９回伊予中山
ホタルまつり』が行われました。
　ステージイベントや地元の各種団体によるバザーなど
があり、会場は大勢の来場者でにぎわいました。毎年人
気の「ホタル観賞教室」では、中山小学校の児童によるオ
スとメスの見分け方や卵の特徴などの説明が行われ大好
評でした。
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～中山ホタルまつり
中山小児童の解説が大好評

インターナショナルアートフェスティバル
世界の文化・芸術に触れる

　６月４日、なかやまフラワーハウスで『伊予市インター
ナショナルアートフェスティバル』が行われました。
　国際色豊かなイベントは「峠のＯＢＡＪＩＮ太鼓」の勇壮
な太鼓演奏で幕開けしました。緑や美しい花に囲まれた
特設ステージでは、マリオネットパフォーマンスやピアノ
ハーフコンサート、舞台公演が行われ、来場者は、普段触
れる機会の少ない世界の文化・芸術を満喫していました。

♠心
しんいちろう
一朗 くん（３歳） 

♥優
ゆ り あ
里愛 ちゃん（６歳）

♥万
ま り あ
里愛 ちゃん（８歳）



２０１７．７ 広報いよし (20)広報いよし ２０１７．７(21)

　
「
そ
ぎ
」と
は
、
木
を
薄
く
削
っ
た
屋

根
ふ
き
用
の
板
で
、
古
来
か
ら
使
用
さ

れ
て
き
た
建
築
資
材
。
屋
根
瓦
の
下
に

敷
く
こ
と
で
、
雨
水
な
ど
の
水
分
を
適

度
に
吸
収
し
、
ま
た
夏
の
暑
さ
や
冬
の

寒
さ
な
ど
気
温
の
変
化
に
対
し
て
、
温

度
調
整
や
断
熱
の
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
現
在
、
一
般
住
宅
で
は
防
水
シ
ー

ト
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、「
そ

ぎ
」は
神
社
や
仏
閣
、
城
な
ど
の
伝
統
建

築
物
を
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
を
支
え
る「
そ
ぎ
職
人
」

瀧
口
義
久

　

瀧
口
さ
ん
が
そ
ぎ
職
人
と
し
て
の
道

を
歩
み
始
め
た
昭
和
３１
年
頃
は
、
市
内

に
あ
っ
た
約
４０
軒
の
製
材
所
の
う
ち
、

１５
軒
ほ
ど
が「
そ
ぎ
」を
作
っ
て
い
た
た

伝
統
的
な
建
築
資
材

瀧口 義久さん
（７９歳、上吾川）

昭和３１年、父宗義さん創
業の瀧口製材所で「そぎ
職人」としての道を歩み
始める。７０歳で引退する
も、現在も年に５～６件
の注文を受け「そぎ」を作
り続けている。

ーきらり人特別版ー　
伝統文化を支える「そぎ職人」 瀧口 義久

め
、
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
瀧

口
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
市
内
で
は「
そ
ぎ
」を
使
っ

た
家
が
あ
ま
り
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
瀧
口
さ
ん
の「
そ
ぎ
」は
、
主
に
需

要
の
多
い
徳
島
県
や
京
阪
神
方
面
に
納

品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
注
文
が

多
く「
た
だ
納
品
日
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
に
必
死
だ
っ
た
」と
い
う
瀧
口
さ

ん
の
言
葉
の
と
お
り
、
約
１５
人
い
た
従

業
員
ら
と
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に
、
作
業
に
明
け
暮
れ
る

毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、
木
材
産
業
の

衰
退
や
建
築
工
法
の
変
化
な
ど
に
よ
っ

て「
そ
ぎ
」の
需
要
は
減
少
。
つ
い
に
は
、

市
内
の
そ
ぎ
職
人
は
瀧
口
さ
ん
だ
け
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７０
歳
を
迎
え

た
時
、
現
役
を
引
退
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。「
ち
ょ
う
ど
い
い
時
期
に
仕

事
が
で
き
た
と
思
う
よ
。
今
の
製
材
業

は
本
当
に
厳
し
い
け
ん
な
」と
自
身
の

半
生
を
振
り
返
り
ま
す
。

時
代
と
共
に
減
少
す
る「
そ
ぎ
」

　
「
自
分
の
知
る
限
り
で
は
、
今
作
っ

て
い
る
の
は
四
国
内
で
私
だ
け
。
京
都

や
大
阪
の
業
者
か
ら
も『
作
れ
る
人
が

瀧
口
さ
ん
し
か
お
ら
ん
か
ら
何
と
か

作
っ
て
や
』と
言
わ
れ
る
け
ん
、
関
西

方
面
で
も
作
る
人
は
お
ら
ん
の
や
な
い

か
な
」と
引
退
後
も
年
に
５
〜
６
件
の

注
文
を
受
け
、
家
族
の
手
を
借
り
な
が

ら
作
り
続
け
て
い
る
瀧
口
さ
ん
。
瀧
口

さ
ん
が
作
る「
そ
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」は
、四
天
王
寺（
大

阪
市
）、銀
閣
寺（
京
都
市
）な
ど
の
重
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文
化
財
の
ほ
か
、
神
社
や
仏
閣
の
改
修

工
事
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
で
使
用
さ
れ
る

「
瀧
口
の
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「
良
質
な
そ
ぎ
は
、
屋
根
の
下
で
何

百
年
も
生
き
続
け
る
。
だ
か
ら
、
い
い

加
減
な
も
の
は
絶
対
に
届
け
ら
れ
ん
。

『
こ
れ
は
瀧
口
の
そ
ぎ
よ
』と
言
わ
れ
た

と
き
に
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の
を
作
ら

ん
と
な
」と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。

「そぎ」は厚さ１．５㎜程度。それぞれの原木の状
態に合わせて作り上げる技はまさに職人芸。

久

　

現
役
引
退
後
も「
こ
れ
が
最
後
よ
」と

注
文
を
受
け
続
け
る
の
は「
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」と

語
る
瀧
口
さ
ん
。「
次
に
注
文
が
入
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た
ら
ど
う
し
ま
す
か
」と
尋
ね
る
と「
ま

た
、
こ
れ
が
最
後
よ
っ
て
言
う
か
も
し

れ
ん
な
あ
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

完
成
し
た
建
築
物
に
お
い
て
、
決
し

て
人
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い「
そ
ぎ
」

を
作
り
続
け
る
瀧
口
さ
ん
。「
そ
ぎ
職

人 

瀧
口
義
久
」の
心
と
技
が
、
伝
統
文

化
を
支
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

伝
統
文
化
を
支
え
る

人きらり



　６月１３日、２年生の児童が、
校区内の商店や幼稚園などを
訪問する町探検を行いました。
　市役所を訪れた児童は、新
庁舎を見学し、真剣な表情で
話を聞いていました。自分の
住む市に関わるさまざまな仕
事を学び、毎日の生活とのつ
ながりに気付いた１日となり
ました。
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～一人一人の人権が尊重される、明るい伊予市～

人権啓発標語を募集します！
　みんなで人権啓発標語を作ってみませんか？ 
優秀作品は表彰状を贈呈し、人権啓発資料などで
紹介します。
■応募資格　市内在住、または市内に勤務する方
※市内の小・中学生、高校生は、学校内で募集します。

■応募方法　各地区公民館に備えてある応募用
紙、または任意の用紙に、標語、住所、氏名（ふりが
な）、電話番号を記入し、９月１１日（月）までに社会
教育課、または各地区公民館へ提出してください。
■問い合わせ　社会教育課人権教育担当

◆相談日時　月・水曜日（祝日を除く）、
８：３０～１７：００

伊予市青少年センター子どもの悩み相談専用電話

いよしこどもほっとライン　☎９８２－２６０２

僕たち私たちの学校生活♪

町探検　～郡中小学校～

社会教育課・中央公民館 ☎９８２ー５１５５　 教育、文化、生涯学習、スポーツ

まなびランド

今月のお知らせ
参加募集、大会結果など

～全国で輝け！ 伊予市の選手たち～

全国大会出場選手激励会

いろいろなところへ行って、働く人

の話を聞けてけてよかったです。　

　　　 　　　　　　 和田結愛さん

【東アジアホープス卓球大会日本代表
選手選考会】山藤結夢さん

栗原心平のとっておき「パパご
はん」
栗原心平／著　講談社

　ママが休める、子供と一緒に作れ
る、パパの料理は家族の記憶に残る
…。パパが休日に料理をすると良い
ことだらけ！ 肉汁たっぷりパパ餃
子、洋食屋のビッグなオムライスな
ど、料理初心者の男性でも楽しんで
挑戦できるレシピを紹介。

いろいろきのこ
山岡ひかる／作　くもん出版

　まいたけ、まつたけ、えのき、しい
たけ、マッシュルーム、ぶなしめじ…。
いろいろな種類のきのこが、ことば
のリズムにのって、おいしい料理に
変身！ かわいい貼り絵と、あたたか
いユーモアが楽しい絵本。

図書館だより
新刊入りました♪

市立図書館 ☎９８３ー４０５１

『フォトコンテスト「未来に伝え残した
い伊予市の姿～２０１６－２０１７」作品
展』・『伊能忠敬測量隊と伊予市展』
■日時　７月２８日（金）～３１日（月）、１０～１７時
※７月２９（土）・３０日（日）は２２時まで。
■場所　まちの縁側「ミュゼ灘屋」（灘町１２３番地）
※入場無料・申し込み不要。

『伊能忠敬測量隊と伊予市展』ギャラリートーク
■日時　７月３０日（日）、１８～１９時
■場所　まちの縁側「ミュゼ灘屋」
※入場無料・申し込み不要。

■問い合わせ　社会教育課文化財・文化振興担当
（☎９８３－４０５１）

～スポーツ振興に貢献～

伊予市体育協会表彰受賞者

【体育功労賞】①西岡正弘さん②窪中史郎さん
【スポーツ優秀指導者賞】③中野聖治さん
【スポーツ優秀賞】④佐々木和彦さん

① ② ③ ④
◆開館時間
火～金曜日、９：００～１８：００
土・日曜日、９：００～１７：００
◆７月の休館日
３日（月）、１０日（月）、１７日（月）、
１８日（火）、２４日（月）、２８日（金）、
３１日（月）
◆お話し会・腹話術
７月８日（土）、１０：３０～
◆イベント
　市内の小学３年生～中学生が
対象です。（要申し込み）
○星空観察教室（定員３０人）
７月２８日（金）、１９：３０～２１：００
○科学実験教室（定員１５人）
８月３日（木）、１４：００～１５：３０
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個別栄養相談
（要予約・相談無料・秘密厳守）

日　時 場所・申込先
７／１２（水） ９：００～１６：００  伊予市保健センター

体も心も健康に♪

健康ガイド
伊予市保健センター ☎９８３ー４０５２　中山保健センター ☎９６７ー１１１１　双海保健センター ☎９８６ー５６６６

休日当番医は２９ページのカレンダーをご覧ください。

今月のお知らせ
健康耳寄り情報♪

専門家に聞こう♪

母子保健カレンダー
母子健康手帳を持ってきてください♪

日　時 対　象　者 内　容 実施保健
センター

 ７カ月児健診 ７／１１（火）１３：００～１４：００ Ｈ２８年１２月出生児 身体測定・内科健診 伊 予

 フッ素塗布 ７／１８（火）１３：３０～１４：００ 幼児
フッ素・サホライドを１００ 
円で塗布  ※歯ブラシ持参

伊 予

 育児相談
 一般

７／ ４（火）
 ９：００～１１：００ 乳幼児

身体測定・健康相談 伊 予
 ４カ月児 １３：３０～１４：００ Ｈ２９年３月出生児

 歯科相談 ７／ ４（火）  ９：３０～１１：００ 乳幼児 歯科衛生士による歯科相談  
※歯ブラシ持参

伊 予

 心理相談（要予約）
７／ ４（火）  ９：００～１２：００ 乳幼児～思春期の子どもの

保護者
子育てに関する悩み相談 伊 予

７／１８（火） １３：００～１５：００

 離乳食講座（要予約）７／２０（木）１３：３０～１５：００ 離乳期の乳児の保護者
離乳食の進め方の説明と
試食

伊 予

健康診査・各種がん検診カレンダー
健康づくりのスタートライン♪

月　日 受付時間 場　所

 

健
康
診
査

 

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

 

前
立
腺
が
ん

肺
が
ん

 
胃
が
ん

 

大
腸
が
ん

 

超
音
波

 

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

 

骨
粗
し
ょ
う
症

 

歯
科

 

申
込
締
切
日

Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｒ

エ
コ
ー

マ
ン
モ

本
庁 ８／ ７（月） ８：３０～１０：３０ 伊予市保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ７／２１（金）

中
山 ８／ ５（土） ８：３０～１０：００ 中山保健センター    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ７／２１（金）

双
海 ８／２２（火） ８：３０～１０：００ 下灘コミセン　      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８／ ７（月）

レ

７／２４（月） ８：３０～１０：３０ 伊予市保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ７／ ７（金）

８／ １（火）１３：００～１４：００ 伊予市保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ７／１４（金）

８／２１（月） ８：３０～１０：３０ 伊予市保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８／ ４（金）

申し込みは、健診受付ダイヤル（☎９８２－２７２７）、または各地区保健センターへ

こころの健康相談
（要予約・相談無料・秘密厳守）

日　時 場所・申込先
７／１９（水） １３：００～１７：００ 伊予市保健センター

1人で悩まずご相談ください！

※相談担当は、心理カウンセラー熊本園子先生です。
※本人以外（家族）の方も相談できます。

受託機関：  愛媛県総合保健協会　  愛媛県厚生連健診センター⇧レディースデイ：女性だけの健診日

地域医療連携フォーラム
　「地域で守るかけがえのない命」～知って、防ご
う ネグレクト～をテーマに、児童および高齢者虐
待についての講演や取り組みを紹介します。
■日時　７月３０日（日）、１３時～
■場所　ひめぎんホール　
■定員　１，０００人程度
■入場料　無料
■問い合わせ　松山赤十字病院地域医療連携課
（☎９２４－１１１１）

がん検診無料クーポン券をご利用く
ださい
■対象者
○子宮頸がん検診　平成８年４月２日～平成９
年４月１日生まれ
○乳がん検診　昭和５１年４月２日～昭和５２年４
月１日生まれ
※対象者には、６月下旬に無料クーポン券を郵送して
います。有効期限は、平成３０年２月２８日（水）です。

　Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けたことがありますか？ 肝
炎ウイルスに感染した状態が続くと、肝硬変、そして肝臓がん
へと進行する恐れがあります。
　ウイルス検査を受けたことがない２０歳以上の方は、１度だ
け無料で検査が受けられます。
　最近は薬の開発が進み、C型肝炎は数カ月間の内服治療で、
高い確率でウイルスを消すことができます。過去に治療を受
けたけれどウイルスが消えなかった方や積極的に治療してい
なかった方は、一度医師に相談してみましょう。
■申し込み・問い合わせ　伊予市保健センター

７カ月児健診に来ました。成長を把握する
いい機会になりました。ブックスタート活
動で絵本をいただいたので、たくさん読ん
であげようと思います。
　　　　　仲岡裕佳子さん、裕季乃ちゃん

肝炎は自覚症状がないこと
が多い病気です。まずは検
査を受けましょう！

７月２８日は世界肝炎デー・日本肝炎デー



くらし
インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします

無料相談
お気軽にご相談ください

●
利
用
期
間　

７
月
１５
日
㈯
〜
１７
日

㈪
・
２１
日
㈮
〜
８
月
３１
日
㈭
、
１０
〜

１７
時

※
７
月
１５
日
㈯
は
１３
〜
１７
時
。
入
場
料

半
額
。

●
入
場
料　

中
学
生
以
上
８００
円
、
３

歳
〜
小
学
生
４００
円
、
２
歳
以
下
無
料

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予（
☎
９
８
３
ー

４
５
０
０
）

お
知
ら
せ

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

広報いよし ２０１７．７(27) ２０１７．７ 広報いよし (26)

広
　
告

　

自
分
の
長
所
を
発
見
し
て
、
夏
休

み
の
自
由
研
究
と
し
て
ま
と
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

８
月
１
日
㈫
〜
３１
日
㈭
、

１１
〜
１２
時（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
場
所　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

ork

（
松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！ 

４
階
）

※
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年

生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

平
日
２
〜
３
組
、
土
曜
日

１
組

※
参
加
無
料
・
要
予
約
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
愛w

ork

（
☎
９
１
３
ー

８
６
８
６
）

お
知
ら
せ

夏
休
み
企
画 

愛
ワ
ー
ク
自
分

研
究

　

水
と
触
れ
合
う
機
会
が
多
い
こ
の

時
期
、
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
１８
日
㈫
、
１０
〜
１２
時

●
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

●
内
容　

着
衣
水
泳
・
背
浮
き
な
ど

で
の
対
処
方
法
、
救
助
活
動
訓
練
な
ど

※
参
加
無
料
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

さ
く

ら
水
難
事
故
防
止
委
員
会（
さ
く
ら

幼
児
園
内
、
☎
９
８
２
ー
０
６
１
４
）

お
知
ら
せ

愛
媛
県「
三
浦
保
」愛
基
金
助
成
事
業

水
難
事
故
防
止
講
習

　

父
な
ど
が
戦
没
し
た
旧
戦
域
で
慰

霊
追
悼
を
行
い
、
現
地
の
方
々
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
費　

１０
万
円

●
実
施
地
域　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸

島
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
中
国
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ

募
集

平
成
２９
年
度
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

お
知
ら
せ

Ｂ
型
肝
炎
被
害
者
救
済
説
明

会●
日
時　

７
月
２９
日
㈯
、
１３
時
３０
分

〜●
場
所　

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

国
か
ら
の
和
解
金
支
払
い

な
ど
の
救
済
手
続
き

※
参
加
無
料
・
予
約
不
要
。

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護

団
事
務
局（
☎
０
１
２
０
ー
１
０
ー

６
５
８
９
）

お
知
ら
せ

自
衛
官
等
試
験
・
採
用
説
明

会
《
試
験
》

●
試
験
区
分　

①
一
般
曹
候
補
生
②

自
衛
官
候
補
生
③
航
空
学
生

●
受
験
資
格　

①
②
１８
〜
２６
歳
③
海

上
自
衛
隊
１８
〜
２２
歳
、
航
空
自
衛
隊

１８
〜
２０
歳

※
平
成
３０
年
４
月
１
日
現
在
。

●
申
し
込
み
方
法　

自
衛
隊
愛
媛
地

方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
、

ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
受
付
期
限　

９
月
８
日
㈮

●
一
次
試
験
日　

９
月
中
旬
〜
１０
月

上
旬

《
採
用
説
明
会
》

●
日
時　

７
月
３０
日
㈰
、
１３~

１７
時

●
場
所　

伊
予
市
役
所 

１
階 

多
目

的
ス
ペ
ー
ス

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部

松
山
募
集
案
内
所（
☎
９
４
７
ー

３
０
４
０
）

　

松
山
城
の
夏
の
風
物
詩「
光
の
お

も
て
な
し
ｉｎ
松
山
城
」で
は
、
松
山

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
松
山
城
を
光

の
オ
ブ
ジ
ェ
で
幻
想
的
に
彩
り
ま
す
。

●
日
時　

７
月
１４
日
㈮
〜
８
月
１４
日

㈪
、
１８
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分

●
場
所　

東
雲
神
社
〜
東
雲
口
登
城

道
〜
松
山
城
本
丸
広
場

●
夜
間
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
運
行
期
間　

７
月
１４
日
㈮
〜
１７
日
㈪
・
２１
日
㈮
〜

２３
日
㈰
・
２８
日
㈮
〜
３０
日
㈰
、
８
月

お
知
ら
せ

光
の
お
も
て
な
し
ｉｎ
松
山
城

２
０
１
７

お
知
ら
せ

予
定
納
税（
第
１
期
分
）

納
期
限
は
７
月
３１
日
㈪

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
予
定
納
税
の
対
象
の
方
は
、
金
融

機
関
や
松
山
税
務
署
の
窓
口
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
の
方
は

同
日
引
き
落
と
し
ま
す
。

※
電
子
納
税
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
山
税
務
署（
☎
９
４
１
ー

９
１
２
１
）

●
日
時　

８
月
３
日
㈭
、
１０
〜
１５
時

●
場
所　

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー（
松
山
市
山
越
町
４５０
番
地
）

●
内
容　
「
仕
事
の
探
し
方
」「
無
料

職
業
紹
介
事
業
に
つ
い
て
」「
ぴ
っ
た

り
感
を
大
切
に
！！ 

私
の
適
職
選
び
」

●
対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

庭
の
父
、
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家

庭
の
子
ど
も
、
寡
婦

●
定
員　

５０
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

印
鑑（
認
め
印
）を

持
っ
て
、
伊
予
市
子
育
て
支
援
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
平
成
２９
年
度
松
山
地
域
パ
ソ
コ
ン
技

能
取
得
講
座
受
講
中
の
方
は
、パ
ソ
コ

募
集

松
山
地
域
母
子
家
庭
等
就
職

準
備
・
離
職
転
職
セ
ミ
ナ
ー

ン
講
習
会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
限　

７
月
２１
日
㈮

（
一
財
）愛
媛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会（
☎
９
０
７
ー
３
２
０
０
）、
ま

た
は
伊
予
市
子
育
て
支
援
課（
直
通

☎
９
８
２
ー
１
１
１
９
）

４
日
㈮
〜
６
日
㈰
・
１１
日
㈮
〜
１４
日

㈪※
運
行
時
間
は
２１
時
３０
分
ま
で
。

※
通
常
料
金
。

松
山
市
観
光
・
国
際
交
流
課（
☎

９
４
８
ー
６
５
５
７
）

ル
バ
ー
ト
諸
島

（
一
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局（
☎

０
３
ー
３
２
６
１
ー
５
５
２
１
）

●
日
時　

８
月
３
日
㈭
、
１０
〜
１５
時

●
場
所　

伊
予
市
役
所 

１
階 

住
民

活
動
コ
ー
ナ
ー

●
相
談
内
容　

不
動
産
の
相
続
・
売

買
・
分
筆
・
境
界
な
ど
の
登
記
、
会

社
・
法
人
登
記
、
供
託
の
手
続
き
、
訴

訟
手
続
き（
書
類
作
成
、
簡
易
裁
判

所
に
お
け
る
訴
訟
代
理
）な
ど

無
料
相
談

登
記
法
律
相
談
・
公
正
証
書

相
談
会

愛
媛
県
司
法
書
士
会（
☎

９
４
１
ー
８
０
６
５
）

人権相談
７月１０日（月）・８月８日（火）、１０：００
～１５：００
本庁地区：さざなみ館
相談担当者：人権擁護委員
伊予市福祉課☎９８２－７３３０（直通）

心配ごと相談　１３：３０～１６：００
本庁地区：第４水曜日
総合保健福祉センター
中山地区：第２木曜日
中山地域事務所
双海地区：第２水曜日
下灘コミュニティセンター
伊予市社会福祉協議会☎９８２－

０３９３

弁護士・行政書士・税理士相談
１３：３０～１６：００（前日までに予約）
○第１・３水曜日：弁護士相談
○第２金曜日：行政書士相談
○第２・４火曜日：税理士相談

伊予市社会福祉協議会☎９８２－
０３９３

行政相談
７月１１日（火）・８月８日（火）、９：００～
１２：００
本庁地区：松尾 多美子さん
伊予市役所
中山地区：宮田 昭典さん
中山地域事務所
双海地区：山口 隆義さん
慶徳寺
伊予市総務課☎９０９－６３８０（直通）

家庭やＤＶなどの相談
月～金曜日、８：３０～１７：００（電話相談
は１９：００まで）
相談先：子ども総合センター☎９８９－
６２２６

介護相談（在宅介護支援センター）
相談先：伊予市社会福祉協議会☎９８３
－６２２４、伊予あいじゅ☎９８２－
６６６８、森の園☎９８２－７４７４、なか
やま幸梅園☎９６７－０３００、双海夕な
ぎ荘☎９８６－０１３１
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講師　西村 哲夫 氏
特定非営利活動法人
「たまな散歩道」理事長
認知症ケア専門士
介護支援専門員

認
知
症

「壊れていく気がする…」
祖母が電話先でポツリと言った

記憶はなくしても
気持ちはある

その気持ちに寄り添える
「みんなおるけん大丈夫よ」と言える

ー 

知
ろ
う 
向
き
合
お
う 

ー

想いあって
笑いあって
明日をむかえたい

■問い合わせ　長寿介護課（直通☎９０９－６３３２）

日時  ７月２２ 日（土）　１３時３０分～１５時
場所  ウェルピア伊予 ２階 鳳凰の間

認知症フォーラムｉｎいよし
認知症になっても安心して暮らせる伊予市に

講演  「若年認知症の方への支援を通して
　　　　　　　　感じたこと、学んだこと」

参加無料申し込み不要
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㊩休日当番医（９～１５時、要予約）
Ⓐ～Ⓗ２次救急医療機関

■２次救急医療機関（８時３０分～翌朝８時３０分）　  ※救急以外はご遠慮ください。
Ⓐ 松山市民病院 ９４３－１１５１

Ⓕ
奥島病院 ９２５－２５００

Ⓑ 済生会松山病院 ９５１－６１１１ 渡辺病院 ９７３－０１１１

Ⓒ
松山笠置記念心臓血管病院 ９４１－２２８８

Ⓖ
南松山病院 ９４１－８２５５

愛媛医療センター ９６４－２４１１ 松山城東病院 ９４３－７７１７

Ⓓ
平成脳神経外科病院 ９０５－００１１

Ⓗ
梶浦病院 ９４３－２２０８

野本記念病院 ９４３－０１５１ 愛媛生協病院 ９７６－７００１
Ⓔ 松山赤十字病院 ９２４－１１１１ 浦屋病院 ９４３－０１５０

■１次救急医療機関
●松山市医師会休日診療所
（日曜日・祝日、☎９１５－３１１１）
○内科　９～１２時、１３～１８時、１９
～２１時
○小児科　１５～１８時、１９～２１時
●松山市急患医療センター
（☎９２２－１１９９）
○内科　月～土曜日、２１～２４時
○小児科　毎日、２１時～翌朝８時

７月のカレンダー
１ Ⓔ

２

半夏生
ＨＩＭＥカップビーチバレー大会（８時３０分～）

五色姫海浜公園
㊩敬史整形外科☎９４６－７７７０ Ⓕ

３ 月  Ⓖ
４ 火  Ⓗ
５ 水 Ⓐ
６ 木 Ⓑ
７ 金 小暑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ
８ Ⓓ

９ 休日窓口開設（８時３０分～１７時１５分）市民課窓口
㊩高瀬内科胃腸科☎９８４－８９８０ Ⓔ

１０ 月 Ⓕ
１１ 火  Ⓖ
１２ 水 Ⓗ
１３ 木 Ⓐ
１４ 金  Ⓑ
１５ Ⓒ

１６
クリーン伊予運動
双海の夏祭り（９時～）ふたみシーサイド公園

㊩武智ひ尿器科・内科☎９６０－３５５５ Ⓓ

１７ 海の日
㊩永井クリニック☎９８２－０００９ Ⓔ

１８ 火 Ⓕ
１９ 水 土用入り　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓖ
２０ 木 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓗ

２１ 金 なかやま夏まつり（２２日まで）
中山地域商店街周辺 Ⓐ

２２  Ⓑ

２３

大暑　
休日窓口・市税等納付窓口開設

（８時３０分～１７時１５分）市民課・税務課窓口
㊩たなか消化器科クリニック☎９８２－７３３３ Ⓒ

２４ 月 Ⓓ
２５ 火 Ⓔ
２６ 水 Ⓕ
２７ 木 Ⓖ
２８ 金 Ⓗ
２９ 伊予彩まつり（３０日まで）灘町商店街周辺　  　Ⓐ
３０ ㊩谷口耳鼻咽喉科☎９８３－１４３３ Ⓑ
３１ 月 Ⓒ

イベント情報

双
海
の
夏
祭
り

な
か
や
ま
夏
ま
つ
り

■
日
程　

７
月
２１
日
㈮
・
２２
日
㈯

■
場
所　

中
山
地
域
商
店
街
周
辺

■
内
容　

《
両
日
》造
り
物
展
示
展

《
２２
日
》魚
と
遊
ぼ
う
、
中
山
音
頭

お
ど
り
、
仕
掛
け
花
火
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
９
９
４
ー
５
８
５
２
）

■
日
程　

７
月
２９
日
㈯
・
３０
日
㈰

■
場
所　

灘
町
商
店
街
周
辺

■
内
容　

《
２９
日
》
ち
び
っ
こ
魚
つ
か
み
ど

り
大
会
、
伊
予
お
ど
り
パ
レ
ー
ド

ほ
か

《
３０
日
》ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
花
火

大
会
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
９
９
４
ー
５
８
５
２
）

■
日
程　

７
月
１６
日
㈰

■
場
所　

ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公

園■
内
容　

《
第
１
部
》　

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
ま

つ
り（
９
時
〜
）、
渚
の
ふ
る
さ
と

市（
１０
〜
１４
時
、
１６
〜
２０
時
）

《
第
２
部
》　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
１７
時
〜
）、
花
火
大
会
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
９
９
４
ー
５
８
５
２
）

伊
予
彩
ま
つ
り
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編
集
・
発
行　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

印
刷　
　
　
　

佐
川
印
刷
㈱

問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課
市
民
協
働
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
ー
９
０
９
ー
６
３
８
１（
直
通
）

広　告

　

伊
予
市
は
、
昔
か
ら
俳
句
の
盛
ん
な

場
所
で
、
市
内
に
は
多
く
の
句
碑
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
伊
予
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
俳
人
、
森も
り
た
ら
い
し
き
ゅ
う

田
雷
死
久
を

紹
介
し
ま
す
。

　

森
田
雷
死
久（
本
名
：
愛
五
郎
）は
、

明
治
５
年
に
伊
予
郡
高
柳
村（
現
在
の

松
前
町
）に
生
ま
れ
、
１１
歳
で
谷た
が
み
さ
ん

上
山

宝ほ
う
し
ゅ
う
じ

珠
寺
の
小
僧
と
な
り
、
そ
の
後
、
伊

予
郡
南
山
崎
村
唐
川
尋
常
小
学
校
の
教

員
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
梨
の
栽

培
に
専
念
し
、
園
芸
家
と
し
て
伊
予
果

物
同
業
組
合
の
専
務
理
事
を
務
め
な
が

ら
、
同
３２
年
ご
ろ
か
ら
は
唐
川
矯
風
会
・

唐
川
上
楽
社
と
２
つ
の
俳
句
会
を
つ
く

り
、
地
域
の
人
々
を
指
導
し
な
が
ら
南

海
新
聞
俳
壇
の
選
者
を
務
め
、
ま
た
松

山
松
風
会
復
興
大
会
を
中
心
と
な
っ
て

開
催
す
る
な
ど
地
方
俳
壇
活
性
化
に
努

め
ま
し
た
。

　

上
記
の
句
は
、
明
治
３６
年
に
雷
死

久
が
還げ
ん
ぞ
く俗
し
て
唐
川
を
去
る
時
に
、

真し
ん
じ
ょ
う
じ

成
寺
の
書
院
に
書
き
残
し
た
も
の
で

す
。

市教育委員会蔵

広　告

伊
予
市
の
魅
力

ふ
る
さ
と
再
発
見

森
田
雷
死
久 

帰
俗
の
辞

も
り
た
ら
い
し
き
ゅ
う
　
き
ぞ
く
の
じ


